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団体紹介 

徳島市 ＜国籍上位＞ 
 中国       2,916人 
 フィリピン     644人 
 韓国・朝鮮     370人 
 インドネシア    141人 
 ベトナム      123人 
＜在留目的上位＞ 
 技能実習     2,140人 
 永住者      1,002人 
 日本人の配偶者等 402人 
 留学        320人 
 特別永住者      239人 

徳島県（2012年12月末） 

人口     774,793人 
在留外国人     4,981人 
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「広げよう日本語を 
   伝えよう徳島から」 
 
日本語教師とそれを目指す人が、
日本語学習支援と国際交流活動を
通じて、県内在住の外国の方々と
共に、楽しく過ごせる地域社会を
創造する市民団体。 
 
発足 1997年6月 
 
正会員数 49名 
 （2013年10月末現在） 

中国       2,916人 
フィリピン     644人 

技能実習      2,140人 
永住者     1,002人 
日本人の配偶者等   402人 
留学           320人 

主な 
支援対象者

⇒ 
子 
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団体紹介 



 

・月例日本語指導勉強会 
・月例日本語指導部研修会 
・特別研修会 
・日本語指導者養成セミナー 

・就職のための日本語講座 
・介護のための日本語講座 
・大学や国際交流協会等 
 主催の日本語クラス 
・プライベートレッスン 
・技能実習生日本語研修 

 
 
・日本語サロン 
・小中学校での取り出し授業 
・夏休み子ども日本語教室 
・にほんご寺子屋 
 
 

日本語学習支援 日本語学習指導 

 研 修  

 交流会  

・俳句交流会 
・ポットラックパーティ 

教材作成 

活動紹介 



■日本語教室の設置・運営 
 にほんご寺子屋（親教室・子ども教室） 

■日本語教育を行う人材の養成・研修 
 日本語教育を行う人材の養成セミナー 

■日本語教育のための学習教材の作成 
 テキスト 
 『子どもと暮らすためのこんにちはとくしま』 
                  作成 
 

活動紹介 



地域の実情と課題・・・子供 

・継続して日本語を学べる場が少ない。 

・母国ではいろいろなことができたのに・・・。 

・子供ならではの思いがあるはず。 

 

・散在地域では、支援を必要とする子供たちが集
まって共に日本語を学べる場所が極めて少ない。 

 

・継続して学べる場所が必要。 

・同じ境遇の子供たちと出会える場所が必要 

・子供たち自身が自己アピールできる場所が必要。 



「学校の先生と、どうやって話せばいいの？」 

「お便りが読めるようになりたい。」 

「地域の人との付き合い方がよくわからない。」 

 

・県内の支援の場は「初級日本語教室」が大半。 

・保護者や生活習慣に特化した支援の場は殆どない。 

 

・子供達のためにも、保護者の生活の充実が必要。 

・学校教員やまわりの人々と円滑にコミュニケー 

 ションをとれる学習が必要。 

 

 

地域の実情と課題・・・保護者 



地域での生活に必要な日本語学習の 
  場を提供する。 
生活に役立つ学習教材の開発をする。 
生活に役立つ日本語が指導できる 
  日本語指導者の育成を行う。 

事業のねらい 

親と子が、社会の一員として、 
文化的かつ自立した生活が送れ
るよう支援体制の充実をはかる。 



徳島県国際交流協会  
 情報の周知協力、教室会場の提供、防災出前講座の実施 
 地元高校生との交流 

徳島県教育委員会 
 情報の周知協力、取組紹介の機会の提供 

学校 
 支援の継続性維持への協力、セミナーへの参加 

地域国際交流団体 
 情報の周知協力 

徳島大学国際センター 
 事業への提言 

徳島県労働者福祉協議会 
 運営本部・運営委員会会場提供                           

連携先 
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■日本語教室の設置・運営 
 にほんご寺子屋（親教室・子ども教室） 

親子のための日本語教育プログラム 



目標 
・学校教員やまわりの人々と円滑にコミュニ 
 ケーションができる日本語の指導をする。 
・日本の文化習慣や学校のしくみを理解して 
 もらう。 

にほんご寺子屋（親教室） 



開講期間 ：H24年12月～H25年2月 

       日曜日 13：30～15：00 

時間数  ：15時間（1.5時間×10回） 

学習者  ：中国（日本人配偶者）、モンゴル（留学生） 

教室の構成：初中級グループ、初級グループ 

使用教材 ：オリジナル教材 

       『にほんごこれだけ』（初級グループのみ） 

託児スタッフ２名配置   

 

 

教材作成 
『子どもと暮らすための 
こんにちはとくしま』 

にほんご寺子屋（親教室） 



一コマの流れ（初中級グループの例） 

① 言葉テスト（前回の授業から） 

② 学校情報の提供 

③ 会話学習（場面＆機能） 

④ お便りの読解練習 
  日本事情のタスク学習 

⑤ 導入語彙の確認、次回テスト内容の提示 

カリキュラム案 

カリキュラム案 

にほんご寺子屋（親教室） 



③ 会話学習          

01(01)医療機関で治療を受ける 

→病院で子どもの病状を伝える 

05(08)物品購入・サービスを利用する 

→小学校指定店で子どもの体操服を買う 

07(12)徒歩で移動する 

→道を尋ねて学校へ行く 

14(31)人とつきあう 

→誘いを断る・訪問する   など  
   

 

にほんご寺子屋（親教室） 



③会話学習 



④ 日本事情のタスク学習         

       02(05)災害に備え、対応する 
  →「地震が起きたら、どうしますか」 

  15(34)住民としてのマナーを守る 
  →「家庭のゴミの分け方・出し方」 

  21(45)郵便・宅配便を利用する 
  →「郵便局では何ができますか」など     

にほんご寺子屋（親教室） 



④日本事情のタスク学習 



開講期間 ：H24年７月～H25年2月  

       日曜日13：30～15：00 

時間数  ：45時間（1.5時間×30回） 

学習者  ：小学1年～中学3年 

       中国、ﾌｨﾘﾋﾟﾝ、ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ、ﾓﾝｺﾞﾙ、ｱﾒﾘｶ 
教室の構成：個別学習1時間＋全体学習30分 

教材   ：絵カード、パンフレット、『日本語学級』等 

目標 
・子供たちがまわりの人とうまくコミュニケーションが 
 できる日本語の指導をする。 
・日本や地域の文化習慣を理解してもらう。 

・自身の能力を発揮し自己表現できる場を提供する。 

にほんご寺子屋（子ども教室） 



教室活動 
  個別学習      

 

 

 

 

 

 

 

レベルに応じて、生活や 
まわりの人とのやりとりに 
必要な日本語を学習する。 

仲間と一緒に日本文化や習慣など
を学んだり、ワークなどを通して
自己表現力を高めたりする。 

全体学習 

にほんご寺子屋（子ども教室） 



課外活動 
 活動① 20(44)余暇を楽しむ  

     →徳島市立図書館の利用 

 

 活動② 02(05)災害に備え、対応する 

     →徳島県立防災センター見学・体験   

   
  

     

 

 

 

 

 

 

 

カリキュラム案 体験型 

にほんご寺子屋（子ども教室） 



課外活動 図書館の利用 
 ・図書館の利用についての予備学習をする。 

 ・借りる手続きをして、本を借りる。 

 ・図書館のイベントに参加する。 
  

     

 

 

 

 

 

 

 

にほんご寺子屋（子ども教室） 



４週目（徳島県立防災センター） 
 路線バスの利用 体験学習 振り返り・まとめ 

07(10)公共交通機関を利用する 

にほんご寺子屋（子ども教室・親教室） 



 

防災センター 子どもたちの感想文 

インドネシア 小学４年 

インドネシア 中学２年 

モンゴル 小学４年 



■日本語教室の設置・運営 
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親子のための日本語教育プログラム 



目標 
・学習者の母国の文化・習慣を理解すること 

 について考える。 

・日本での生活にスムーズに適応してもらう 

 ための日本語指導の仕方を学ぶ。 

・日本事情の理解を促すスキルを身に着ける。 

日本語教育を行う人材の養成セミナー 



第1回 日本語教育のための異文化コミュニケーションと 

     プロジェクトワーク 

（徳島大学国際センター ゲールツ三隅友子教授） 

 

第2回 知ろう 考えよう 外国人と暮らす徳島の未来 

（帝京大学教育学部教育文化学科 土屋千尋教授） 

日本語教育を行う人材の養成セミナー 
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教材作成 

『子どもと暮らすためのこんにちはとくしま』 



Ｈ２４年度事業の成果 

にほんご寺子屋 

・体験学習から、自分の言葉で自分の思いを表現する 

 ことができた。 

・保護者が子育てをするうえで、必要とする表現、 

 情報を提供することができた。 

日本語教育を行う人材の養成セミナー 

・外国人の置かれた環境をより理解することができた。 

・保護者に対して必要な支援に気づきを得た。 

教材作成 

・作りながら学習者の声を反映させ、そしてまた学習 

 者に還元できるという相乗効果があった。 



■日本語教室の設置・運営 
 

■日本語教育を行う人材の養成・研修 

■日本語教育のための学習教材の作成 
 テキスト 
 『子どもと暮らすためのこんにちはとくしま』 
                   作成 
 

ＪＴＭにほんご教室（大人教室・子ども教室） 

日本語指導者養成セミナー        

「お便り」読解の理解を助ける補助教材 

今年度の取組 



■日本語教室の設置・運営 
 ＪＴＭにほんご教室（大人教室・子ども教室） 

美術鑑賞を通して 
自分を表現する 

公共サービスを利用 
して地域を知る  

今年度の取組 



振り返り学習 



■日本語教育を行う人材の養成・研修 
日本語指導者養成セミナー        
回 テーマ 

１ 「生活者としての外国人」のための日本語教育がめざすもの 
２ 「生活者としての外国人」のための日本語教育の実践 
３ 学習者の発話を引き出す教室活動をめざそう！ 
４ 教材をいかす力を養おう！～『できる日本語』を使って～ 
５ 日本語支援のための異文化理解と外国語としての日本語 
６ 学習者のレベルや目的に合わせた学習方法 
７ 「やさしい日本語」を考える～外国人に通じる日本語とは？ 
８ 日本語支援者のための、音声指導の工夫 

９ 徳島で暮らす外国人のための日本語支援を考える 
～ＪＴＭとくしまの取組から（その１） 

10 
徳島で暮らす外国人のための日本語支援を考える 

～吉野川市国際交流協会の取組から 
～ＪＴＭとくしまの取組から（その２） 

今年度の取組 



子どもたちの支援は、将来を見据えた取組
が重要。 

職場体験学習などもとり入れた日本語支援
を行う。 

保護者にも理解を促し、保護者自身も充実
した生活になるような支援をする。 

他団体と日本語教育に関する情報・知識を
共有していくための働きかけをする。 

今後の課題 



ＪＴＭとくしま日本語ネットワーク 

ありがとうございました 


